
調査日 令和7年3月上旬

調査地域 小田原市、南足柄市、秦野市、足柄上郡、足柄下郡、中郡

全調査先数 当庫取引先317社

調査対象 当庫取引先314社

（製造業27.4%、卸売業11.1%、小売業16.2%、サービス業18.8%、建設業18.5%、不動産業8.0%）

有効回答率 99.1%

分析方法
とする企業の構成比との差（ＤＩ・判断指数）を中心にして分析を行いました。

　

各質問項目で、「増加（上昇）」したとする企業が全体に占める構成比と、「減少（下降）」した

第1９9回

中小企業景気動向調査（県西地区版）

令和7年1～3月期実績と令和7年4月～6月期見通し
≪特別調査≫外国人・海外情勢と中小企業

前期（令和６年１０月～ 令和６年１２月期実績）

今期（令和７年 １月 ～ 令和７年 ３月期 実績）

来期（令和７年 ４月 ～ 令和７年 ６月期 予想）

業種別業況天気図（県西地区）

調 査 方 法

好調← →低調

改善 横這い 悪化

令和6年
1月～3月

令和6年
4月～6月

令和6年
7月～9月

前期
令和6年

10月～12月

総 合

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

サービス業

建 設 業

不 動 産 業

今期
令和7年

1月～3月

来期見通し
令和7年
4月～6月
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業況DI

今期 来期

売上DI

今期 来期

収益DI

今期 来期

　前期比10.6ポイント悪化の▲9.6となり、前回調査時の今期予想ＤＩである▲8.3を下回り、前
年同期ＤＩの▲10.0を上回りました。
　業種別では不動産業は改善、製造業、卸売業、小売業、サービス業、建設業は悪化となり
ました。
　また、来期については、1.7ポイント悪化の▲11.3となる見通しです。

　前期比27.7ポイント悪化の▲11.1となり、前回調査時の今期予想ＤＩである▲8.0を下回り、
前年同期ＤＩの▲18.0を上回りました。
　業種別では不動産業は改善、製造業、卸売業、小売業、サービス業、建設業は悪化となり
ました。
　また、来期については、9.2ポイント改善の▲1.9となる見通しです。

　前期比22.9ポイント悪化の▲15.9となり、前回調査時の今期予想ＤＩである▲11.2を下回り、
前年同期ＤＩの▲19.0を上回りました。
　業種別では不動産業は改善、製造業、卸売業、小売業、サービス業、建設業は悪化となり
ました。
　また、来期については、8.5ポイント改善の▲7.4となる見通しです。

業況DI、売上DI、収益DIはそれぞれ大幅に悪化

地区別のDI
業況DI推移
業況DIはすべての地区で悪化となりました。
また、来期の業況DIについては、小田原中央地区では改善、
それ以外の地区では悪化となる見通しです。

営業店のコメント
小田原中央地区
• 小田原駅前から小田原城にかけて、また小田原漁港周辺
の人通りは増加傾向にある。

• 仕入価格の度重なる高騰に対し価格転嫁が追い付いてい
ない企業が多く、収益性の低下が課題として多く挙げられて
いる。

小田原川東・中郡地区
• 箱根・小田原駅周辺の好調なインバウンド需要の恩恵を受
ける取引先は少ない。

• 自動車関連部品製造業では受注量減少が続くなど、取扱
製品により明暗が分かれている。

足柄上郡・秦野地区
• 従前の収益を得るほどの価格転嫁に至っていない中で
ベースアップを実施する事業者が多く、厳しい収益状況と
なっている。

• 特殊な技術や他社との差別化を図ることができる企業に受
注が集中し、業績は二極化している。

足柄下郡地区
• 箱根町の旅館業は総じて景況感は良いものの、2万円前後
の価格帯の旅館は厳しい状況にある。

• 箱根・熱海エリアの宿泊費が高騰する中、比較的宿泊費が
安価な湯河原へ日本人観光客が流れており、特に1万5千
円前後の価格帯では特需の恩恵を受けている。

景 況

総 合
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業況 売上 収益
総合 業況・売上・収益DIの推移

業況DI・地区別推移

地　区 6.12 7.3 （前期比） 来期 （今期比）

小田原中央 ▲ 2.4 ▲ 10.3 ▲ 8.0 ▲ 0.8 9.5

小田原川東・中郡 ▲ 1.9 ▲ 15.7 ▲ 13.8 ▲ 27.5 ▲ 11.8

足柄上郡・秦野 ▲ 9.4 ▲ 12.8 ▲ 3.4 ▲ 20.7 ▲ 7.9

足柄下郡 30.6 4.1 ▲ 26.5 ▲ 8.2 ▲ 12.2

売上DI・地区別推移

地　区 6.12 7.3 （前期比） 来期 （今期比）

小田原中央 17.3 ▲ 17.2 ▲ 34.5 6.3 23.5

小田原川東・中郡 19.2 ▲ 7.8 ▲ 27.1 ▲ 3.9 3.9

足柄上郡・秦野 2.4 ▲ 9.3 ▲ 11.7 ▲ 10.5 ▲ 1.2

足柄下郡 36.7 ▲ 2.0 ▲ 38.8 ▲ 6.1 ▲ 4.1

収益DI・地区別推移

地　区 6.12 7.3 （前期比） 来期 （今期比）

小田原中央 9.4 ▲ 18.8 ▲ 28.2 ▲ 0.8 18.0

小田原川東・中郡 0.0 ▲ 15.7 ▲ 15.7 ▲ 11.8 3.9

足柄上郡・秦野 ▲ 5.9 ▲ 14.0 ▲ 8.1 ▲ 11.6 2.3

足柄下郡 30.6 ▲ 12.2 ▲ 42.9 ▲ 12.2 0.0
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設備投資の実
施状況につい
ては、「実施し

　　

原材料（仕入れ）価格DIは、前回予想ではほぼ横這いを見込んでいたものの、予想に反し13.6ポイン
トと大幅上昇の21.0となり、全業種で上昇する結果となりました。一方、販売等価格DIは、6.2ポイント
上昇の▲18.6となり、前回予想を上回りました。
なお、来期については、原材料（仕入れ）価格DIは5.0ポイントの低下、販売等価格DIは2.0ポイントの
上昇を見込み、収益面のプラス要因になりそうです。
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今期の設備投資の実施状況については、「事
務機器」・「車両」・「その他」は増加した一方で、
「機械・設備の新・増設」は横ばい、「事業用土
地・建物」・「設備・機械の更改」は減少となりま
した。なお、「実施しない」は減少し、設備投資
意欲は上昇しました。
来期の設備投資の実施予定については、「機
械・設備の新・増設」・「機械・設備の更改」・「そ
の他」は増加となる一方で、「事業用土地・建
物」・「事務機器」・「車両」は減少する見通しで
す。なお、「実施しない」は増加し、設備投資意
欲は低下する見通しです。

販売等価格ＤＩは前期比0.3ポイント上昇の
26.2となり、原材料（仕入れ）価格ＤＩは前期比
2.6ポイント上昇の59.0となりました。
なお、来期については、販売等価格ＤＩは
2.2ポイント低下の24.0となり、原材料（仕入
れ）価格ＤＩは7.9ポイント低下の51.1となる見
通しです。

在庫ＤＩは前期比4.4ポイント上昇の7.6となり、
資金繰りＤＩは前期比9.3ポイント低下の
▲18.6となりました。
なお、来期については、在庫ＤＩは前期比
2.8ポイント低下の4.8となり、資金繰りＤＩは2.8
ポイント上昇の▲15.8となる見通しです。

残業時間ＤＩは前期比4.8ポイント低下の5.1と
なり、人手ＤＩは前期比4.7ポイント上昇の▲34.7
となりました。残業時間は減少し、人手不足感
は弱まりました。
なお、来期については残業時間ＤＩは1.6ポイ
ント低下の3.5となり、人手ＤＩは0.7ポイント低下
の▲35.4となる見通しであり、残業時間は減少
し、人手不足感は強まる見通しです。
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事業用土地・建物 機械・設備の新・増設 機械・設備の更改 事務機器 車両 その他 実施しない

雇 用 雇用関連指数

設備投資

販売・仕入価格

在庫・資金繰り

設備投資の実施状況（複数回答、単位：％）

価格関連指標

在庫・資金繰り指標

好調← →低調

改善 横這い 悪化
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今期 来期

今期 来期

今期 来期

売上ＤＩ

収益ＤＩ

業況ＤＩ

業況DI・売上DI・収益DIはそれぞれ大幅に悪化

　業況DIは、前期比11.6ポイント悪化の▲15.1となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである▲7.0を下回り、前年同期
ＤＩの▲15.0も下回りました。来期については2.3ポイント改善の▲12.8となる見通しです。
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業況 売上 収益

48.8

38.4

32.6

26.7

18.6

売上の停滞・減少

原材料高

人件費の増加

利幅の縮小

工場・機械の狭小・老朽化

（複数回答、単位：％）

55.8

45.3

29.1

24.4

15.1

15.1

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

新製品・技術を開発する

情報力を強化する

機械化を推進する

（複数回答、単位：％）

業況・売上・収益DI

26.7

22.1

17.4

43.0

40.7
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37.2

30.2

前期

今期

来期

良い 変わらず 悪い業況DIの構成
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その他の指標推移
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受注残

経営上の問題点

当面の重点経営施策

製造業 業況・売上・収益DIの推移

景 況

製 造 業

好調← →低調

改善 横這い 悪化
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今期 来期

今期 来期

今期 来期

業況DIは悪化、売上DI・収益DIはそれぞれ大幅に悪化

　業況DIは、前期比8.6ポイント悪化の▲8.6となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである▲5.9を下回り、前年同期ＤＩ
の▲6.5も下回りました。来期については、5.7ポイント改善の▲2.9となる見通しです。

業況ＤＩ

売上ＤＩ

収益ＤＩ

51.4

45.7

31.4

28.6

17.1

17.1

17.1

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

情報力を強化する

提携先を見つける

機械化を推進する

教育訓練を強化する

（複数回答、単位：％）

45.7

34.3

28.6

25.7

25.7

売上の停滞・減少

仕入先からの値上げ要請

同業者間の競争の激化

人手不足

人件費の増加

（複数回答、単位：％）

その他の指標推移

経営上の問題点

当面の重点経営施策
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良い 変わらず 悪い業況DIの構成
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前年同期比販売価格

卸売業 業況・売上・収益DIの推移

景 況

業況・売上・収益DI

卸 売 業

好調← →低調

改善 横這い 悪化
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前期（22年4～
6月期）比7.6ポ

今期 来期

今期 来期

今期 来期

売上ＤＩ

収益ＤＩ

業況DIは悪化、売上DI・収益DIはそれぞれ大幅に悪化

　業況DIは、前期比8.7ポイント悪化の▲26.0となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである▲25.5を下回り、前年同期
ＤＩの▲28.0を上回りました。来期については、8.7ポイント悪化の▲34.7となる見通しです。

業況ＤＩ
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業況 売上 収益小売業 業況・売上・収益DIの推移

景 況

45.1

39.2

31.4

27.5

21.6

売上の停滞・減少

仕入先からの値上げ要請

人手不足

人件費の増加

利幅の縮小

（複数回答、単位：％）

54.9

27.5

27.5

25.5

23.5

経費を節減する

品揃えを改善する

宣伝・広告を強化する

人材を確保する

売れ筋商品を取り扱う

（複数回答、単

位：％）

業況・売上・収益DI その他の指標推移

経営上の問題点

当面の重点経営施策
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前期（22年4～
6月期）比7.6ポ

今期 来期

今期 来期

今期 来期

業況ＤＩ

売上ＤＩ

収益ＤＩ

業況DI・売上DI・収益DIはそれぞれ大幅に悪化

　業況DIは、前期比20.3ポイント悪化の6.8となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである▲5.1を上回り、前年同期ＤＩ
の▲1.7も上回りました。来期については、5.1ポイント悪化の1.7となる見通しです。

景 況
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35.6
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16.9

人手不足

材料価格の上昇

人件費の増加

売上の停滞・減少

利幅の縮小

（複数回答、単位：％）

業況・売上・収益DI その他の指標推移

経営上の問題点

当面の重点経営施策
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販売等価格（「上昇」－「下降」）
資金繰り（「楽」－「苦しい」）
人手（「過剰」－「不足」）

-80

-60

-40

-20

0

20

40

4.3 4.6 4.9 4.12 5.3 5.6 5.9 5.12 6.3 6.6 6.9 6.12 7.3 来期

業況 売上 収益サービス業 業況・売上・収益DIの推移

サ ー ビ ス 業

好調← →低調

改善 横這い 悪化

64.4

57.6

28.8

23.7

13.6

13.6

人材を確保する

経費を節減する

教育訓練を強化する

販路を広げる

宣伝・広告を強化する

店舗・設備を改装する

（複数回答、単位：％）
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前期（22年4～
6月期）比7.6ポ

今期 来期

今期 来期

今期 来期

売上ＤＩ

収益ＤＩ

　業況DIは、前期比12.2ポイント悪化の▲3.4となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである1.8を下回り、前年同期ＤＩ
の5.3も下回りました。来期については、12.4ポイント悪化の▲15.8となる見通しです。

業況ＤＩ

業況DI・売上DIはそれぞれ大幅に悪化、収益DIは悪化景 況

63.8

53.4

31.0

29.3

20.7

材料価格の上昇

人手不足

人件費の増加

売上の停滞・減少

下請けの確保難

（複数回答、単位：％）

56.9

36.2

31.0

27.6

22.4

人材を確保する

経費を節減する

販路を広げる

技術力を高める

情報力を強化する

（複数回答、単位：％）

業況・売上・収益DI その他の指標推移

経営上の問題点

当面の重点経営施策

28.1

20.7

12.3

52.6

55.2

59.6

19.3

24.1

28.1

前期

今期

来期

良い 変わらず 悪い業況DIの構成

33.3

29.3

19.0

47.4

44.8

43.1

19.3

25.9

37.9

前期

今期

来期

増加 変わらず 減少
売上DIの構成

29.8

29.3

15.5

52.6

48.3

51.7

17.5

22.4

32.8

前期

今期

来期

増加 変わらず 減少収益DIの構成
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5.3 5.6 5.9 5.12 6.3 6.6 6.9 6.12 7.3 来期

原材料（仕入れ）価格（「上昇」－「下降」）
販売等価格（「上昇」－「下降」）
人手（「過剰」－「不足」）
受注残
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4.3 4.6 4.9 4.12 5.3 5.6 5.9 5.12 6.3 6.6 6.9 6.12 7.3 来期

業況 売上 収益建設業 業況・売上・収益DIの推移

建 設 業

好調← →低調

改善 横這い 悪化
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前期（22年4～
6月期）比7.6ポ

今期 来期

今期 来期

今期 来期

売上ＤＩ

収益ＤＩ

　業況DIは、前期比11.5ポイント改善の▲12.5となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである▲12.0を下回り、前年同
期ＤＩの▲16.7を上回りました。来期については、20.8ポイント改善の8.3となる見通しです。

業況ＤＩ

業況DI・売上DI・収益DIはそれぞれ大幅に改善景 況

業況・売上・収益DI その他の指標推移

経営上の問題点

当面の重点経営施策

16.0

24.0

24.0

40.0

56.0

56.0

44.0

20.0

20.0

前期

今期

来期

増加 変わらず 減少
売上DIの構成

16.0

20.0

28.0

48.0

56.0

48.0

36.0

24.0

24.0

前期

今期

来期

増加 変わらず 減少収益DIの構成
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5.3 5.6 5.9 5.12 6.3 6.6 6.9 6.12 7.3 来期

原材料（仕入れ）価格（「上昇」－「下降」）
販売等価格（「上昇」－「下降」）
資金繰り（「楽」－「苦しい」）
在庫（「過剰」－「不足」）
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15

4.3 4.6 4.9 4.12 5.3 5.6 5.9 5.12 6.3 6.6 6.9 6.12 7.3 来期

業況 売上 収益不動産業 業況・売上・収益DIの推移

不 動 産 業

好調← →低調

改善 横這い 悪化

12.0

8.3

4.0

52.0

70.8

66.7

36.0

20.8

12.5

前期

今期

来期

良い 変わらず 悪い
業況DIの構成

44.0

36.0

32.0

28.0

24.0

情報力を強化する

経費を節減する

販路を広げる

宣伝・広告を強化する

不動産の有効活用を図る

（複数回答、単位：％）

44.0

36.0

32.0

24.0

24.0

利幅の縮小

商品物件の不足

売上の停滞・減少

大手企業との競争の激化

人件費以外の経費の増加

（複数回答、単位：％）
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貴社では、売上全体に占める外国人（旅行客を含む）、もしくは外国企業向けの売上げ（輸出を含む）は
どれくらいですか。（1つ回答）

貴社では、外国人労働者を雇用していますか。雇用している場合は、従業員全体に占める外国人労働者
の割合を、雇用していない場合は、外国人労働者を雇用していない理由をお答えください。（1つ回答）

昨今貴社を取り巻く事業環境や地域社会の中で、外国の方と接触する機会がコロナ前の水準に戻ってい
るという実感はありますか。（1つ回答）
また、外国とのかかわりの中で今後ビジネスチャンスを増やしたいという意向はありますか。（1つ回答）

（単位：％）

3.1 

4.7 

3.1 

9.4 

23.4 

56.3 

38.8 

30.8 

22.4 

8.0 

4.1 

50％以上
40％～50％
30％～40％
20％～30％
10％～20％

10％未満

人手が充足しており必要ない
受入負担（就労環境整備、育成コスト等）が重い

コミュニケーションなどで心配がある
雇用の方法が分からない、行政手続きの負担が重い

無回答

外国人労働者

の割合

雇用していない

理由

（単位：％）

（単位：％）

問１

問２

問３

2.2 

0.6 

1.9 

2.9 

3.8 

19.1 

67.2 

2.2 

50％以上

40％～50％

30％～40％

20％～30％

10％～20％

10％未満

外国向けの売上げはない

無回答

特別調査 外国人・海外情勢と中小企業

21.7 

34.4 

4.8 

37.3 

1.9 

9.9

22.9 

23.6 

16.2 

25.8 

1.6 

コロナ前を上回っている

コロナ前とほぼ同水準

コロナ前を下回っている

わからない

無回答

大いにある

どちらかというとある

どちらかというとない

まったくない

わからない

無回答

雇用している ：20.4％

雇用していない：75.5％

無回答 ： 4.1％

コロナ前の水準に

戻っている実感

ビジネスチャンスを

増やす意向
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貴社では、外国向けの売上げを増加させるための取組みを行っていますか。行っている企業は、特に行っている
取組みについて、行っていない企業は、行っていない理由についてお答えください。（1つ回答）

【特別設問】貴社では、人材定着などに向けて、2025年中に賃金（定期昇給分除く、賞与や一時金除く）の引上げ
を実施（実施予定含む）しますか。引上げる場合はその賃金引上げ率について、引上げない場合は引上げなかっ
た理由についてお答えください。（1つ回答）

5.4 
4.1 

3.5 
0.0 

1.6 

36.3 

16.2 
8.6 

5.4 
14.3 

4.5 

製品・商品・サービス面の開発強化
営業力の強化

ネットや広告による情報発信
海外拠点の設置・強化

その他

国内だけで十分な売上げがある
何をすればいいのかわからない

人材が不足している
資金面で余裕がない

その他

無回答

行っている取組

行っていない

理由

（単位：％）

39.9 
38.8 

14.6 
6.7 

26.8 
26.0 

24.4 
14.2 

7.9 
0.8 

5.1 

0％以上2％未満
2％以上4％未満
4％以上6％未満

6％以上

これまでに賃金を引上げ済み
賃上げに見合う価格転嫁ができていない

今後の業績見通しが不透明
売上の低迷や伸び悩み

自社に従業員はいない（家族経営など）
同業や同地域内の他社が上げていない

無回答

引上げ割合

引上げない

理由

（単位：％）

問４

問５

• 「人手不足」が企業課題であり重点経営施策としているものの、「受入負担」や「コミュニケーション

の心配」を理由に外国人の雇用に踏み込めていない事業者は多い。世界的に見ても外国人雇用は通常の

流れであり、導入を支援していくことも当金庫の役割のひとつと考える。

• 箱根地区は、建設業以外の業種では地域柄インバウンド需要は無視できず、外国人向け売上比率が高い

企業が非常に多い。そのため、殆どの企業で外国との関わりの中でビジネスチャンスを増やしていきた

い意向である。

• 主に国内向け事業者が多い中、深刻な人手不足業界である「建設業」、「介護」、「製造業」は現場労

働者を外国人労働者が占め、事業継続を左右する貴重な戦力であるとともに、経営層はその管理・コ

ミュニケーションの多様性に柔軟に対応しなければならず、運営上の課題は多い。

• 【特別設問】製造業の多くで賃金引上げが行われている一方で、他業種では業績の見通しが不透明であ

ることや価格転嫁が不十分であることを理由に、引上げないとの回答が多数を占めた。引き続き、賃金

引上げの土台となる売上の向上や収益力改善に繋がる支援を行っていく。

特別調査に関する営業店のコメント

行っている ：14.6％

行っていない：80.8％

無回答 ： 4.5％

引上げる ：56.7％

引上げない：40.4％

無回答 ： 2.9％
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